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図 4.1 耐震ブレース等の施工例 
 
 




図 4.3 靭性型支持方式 
 
 


















で 3%を与え、入力地震波は観測地震波の JMA  
Kobe を用い、比較として人工地震波の日本建
築センターBCJ L2 波を用いた。 
 
 
図 5.1 解析モデル 
 
6. 地震応答解析による天井の応答変位 












0.5 以下及び 2.0 以上では、減衰量による応答変
位の差が顕著に見られないことから、共振点近
傍を外れると、減衰の効果はないことが分かる。 


























図 6.2  JMA Kobe 波と BCJ L2 波の比較  
 
図 6.3 応答変位の減少率  
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